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研究成果の概要（和文）：　新出と既知の二枚の「西周像」について、保存科学と人文科学の二つのアプローチから総
合的な検証を行った。光学調査の結果、2点の「西周像」は絵具層の顔料および各色の組成などに類似性がみられ、ま
た、資料調査においては、作品の依頼主である旧津和野藩当主亀井茲明に宛てた由一の実子・柳源吉からの書簡二通と
画稿二図が新たに発見された。
　洋画排斥の風潮の厳しい状況の中、洋画の普及に奮闘する高橋父子にとって「西周像」は晩年の由一の健在ぶりを世
に知らしめる重要な意味をもっていた。そうした制作の背景と調査研究の結果を考察し、2点の「西周像」はともに源
吉との共働制作である可能性を含みつつ、高橋由一作と結論づけた。

研究成果の概要（英文）：Two portraits of Nishi Amane, one newly discovered and the other already known, we
re studied from the points of view of both the humanities and conservation science.
 Examination of the two works revealed similarities in the composition of the layers of paint and each col
or or the processing of the ground, suggesting they were painted around the same period using the same pai
nts. Besides a few photographs used for these paintings, two letters containing two sketches for these por
traits from Yuichi's son, Genkichi, to Kamei Koreaki, who commissioned these works, were discovered, revea
ling that Genkichi was deeply involved in the production of these portraits.The early Meiji trend to rejec
t yoga placed Yuichi in a severe situation. To promote Western-style painting, it was necessary to demonst
rate his fame as a renowned yoga artist anew. Consequently, we concluded that while Genkichi may have been
 a joint producer, these two portraits of Nishi Amane are both by Takahashi Yuichi.

研究分野：
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

1． 研究開始当初の背景 
 明治洋画の開拓者高橋由一による西周の肖

像画といえば、島根県津和野町の郷土館が所

蔵する《西周像》が知られているが、これと

同じ絵柄の西周の肖像画がもう一点存在して

いることがわかった。 

平成21(2009)年、旧津和野藩主亀井家の十

三代目当主茲明
これあき

の曾孫である亀井茲基
これもと

氏から、

既知の津和野町郷土館蔵の《西周像》のほか

に、同じく津和野の太皷谷稲成神社にもう一

点「西周像」があるという連絡が連携研究者

である山梨俊夫氏のもとにあったことから本

研究は始まった。現地に赴き二枚の西周の肖

像画を実見すると、新出の《西周肖像画》は、

額装されているものの木枠はなく、保存状態

の悪さから画面は波打ち、一部に損傷も見ら

れたが、既知の《西周像》に酷似していた。 

「西周像」が発表されたのは、由一が亡く

なる前年の明治26（1893）年10月に開催され

た「洋画沿革展覧会」であり、その目録には

「第二室六十九号油画」、筆者「高橋由一翁」、

出品人「亀井茲明氏」として「西周氏肖像」

と記録されている。肖像画のモデルである西

周は、津和野藩の出身の思想家であり、オラ

ンダで哲学、経済学、国際法などを修め、帰

国後は徳川慶喜の側近として、官僚を歴任し、

軍政の整備などを行った人物である。 

亀井茲明の依頼によって制作された既知の

《西周像》は、西家の家紋と「西周君肖像／

高橋由一氏冩／明治廿六年晩冬」と刻まれた

額とともに茲明から西周に贈られたのち、西

家から津和野町に寄付され、昭和44（1969）

年2月に島根県の指定文化財に登録、津和野町

郷土館蔵として現在に至っている。これまで

展覧会ならびに文献などに紹介されてきたの

は、いずれもこの《西周像》である。一方、

新出の《西周肖像画》は、太皷谷稲成神社内

の集会室に飾られていたものの、一部の関係

者に知見されるにとどまっていた。 

 
 

２．研究の目的 
 本研究の第一の目的は、この新出の《西周

肖像画》について、その真贋も含め、作者、

制作された時期、背景、動機などをあきらか

にすることであった。そこで二枚の「西周像」

に対して修復処置を施しながら、並行して光

学調査を行って、絵の表面からは判別できな

い絵画の組成を検証する一方、科学的調査か

ら得られた結果を文献調査によって裏付ける

こととした。また、この二枚の「西周像」を

通じて、これまでほとんど研究されてこなか

った高橋由一の晩年期の活動を探るとともに、

ほぼ同時代に日本に移植された表現媒体であ

る写真と洋画の関係、ひいては芸術家の個性

という概念が確立する過程にあった明治の肖

像画のあり方も含めた、芸術における「近代」

を考察することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究の特色は、光学調査や材料分析とい

った保存科学の分野と文献資料の調査を中心

とする人文科学の分野の専門家からなる研究

会を設け、二つのアプローチから総合的な検

証を行ったことにある。 

(1) 保存科学からのアプローチ 

新出と既知の「西周像」は、絵柄ばかりでな

く、全体から細部にいたる各モチーフの寸法

がほぼ一致するなど、多くの類似点が見られ

たが、より詳細な情報を得るため、研究分担

者の伊藤由美氏を中心に、(有)修復研究所21

の宮田順一氏、絵画修復家の増田久美氏の協

力を得て二点について光学調査と材料分析、

保存修復を行った。 

① まず二枚の「西周像」について、それぞれ

正常光撮影、紫外線蛍光写真、赤外線写真、X

線写真を撮影した。その後、光学調査として

剥落箇所や周辺部分から主だった色の微小な

絵具片を採取して顔料分析を行ったが、絵具

の採取が難しい箇所については非接触型の蛍

光X線分析装置で分析を行った。 



     

津和野町郷土館蔵《西周像》(修復前)正常光撮影 

 

     
太皷谷稲成神社蔵《西周肖像画》(修復前)側光線撮影 

 

② 保存修復としては、新出の《西周肖像画》

については、木枠が外されていたことから変

形が激しく、大きな擦傷のほか複数の傷が見

られたため、カンヴァス周辺に帯状の麻布を

接着し、変形修正を施した後、破損箇所を修

復し、補彩および保護ワニスを塗布した。既

知の《西周像》には大きな破損は確認されな

かったが、変形と汚れが見られたため、ワニ

スと汚れを除去し、変形を修正、剥落箇所の

充填整形と捕彩の後、保護ワニス塗布を施し

た。 

(2) 人文科学からのアプローチ 

新出と既知の二枚の「西周像」のある津和野

町での現地調査を踏まえ、高橋由一のほかに

本作に深く関わる周辺人物の三人−—依頼主で

ある亀井茲明、肖像画のモデルである西周、

そして高橋由一の息子柳源吉に焦点をあて、

本作の制作の動機や背景に迫ることとした。 

① 依頼主である亀井茲明については、津和野

町にある亀井温故館を調査した結果、高橋由

一の実子である柳源吉から亀井茲明に宛てた

書簡二通と本作に関する画稿二図が新たに発

見された。この発見によって「西周像」の制

作依頼時期があきらかになったばかりでなく、

これまで知られていなかった依頼から制作に

いたる過程に関する重要な手掛かりが得られ

た。 

② 西周については、高橋由一研究の第一人者

である連携研究者の青木茂氏、元森鷗外記念

館副館長の廣石修氏を中心に「西周伝」およ

び「西周日記」の原本の解読を進める一方、

国立国会図書館憲政資料室に保管されている

西周関係資料の調査を行った。 

③ 先の書簡の発見によって、本作の制作に由

一の息子である高橋（柳）源吉が深く関わっ

ていたことがあきらかとなった。そこで、研

究分担者である角田拓朗氏を中心に、源吉の

他の作例を検証しながら、その足跡を辿った。 

 

４．研究成果 

(1) 保存科学のアプローチによる調査結果 

① 二枚の「西周像」について、それぞれから

試料片を採取して光学調査を行ったところ、

地塗層に若干の違いが見られるものの、絵具

層の顔料および各色の組成や下地の処理など

に類似性が見られた。

 



② 保存修復

として

カンヴァスが異なること

の《西周肖像画》

の細かい

ートン社

は《司馬江漢像》

されている

り、長年にわたり数多くの由一作品の修復事

例に携っ

おり、

スと絵具

法の特徴

などの

他者の関わりも考慮に入れつつ、二枚の「西

周像」は、同じ場所で同じ材料を用い、ほぼ

同時期に描かれたものと判断された。

 

(2) 人文科学のアプローチによる調査結果

新たに

成神社は、安永

の亀井矩貞が創建したもので亀井家とつなが

りが深

東京の亀井邸から昭和

別邸に移された後、昭和

家から

がわかった。また、

で発見された

24日付の

類の西周

期が明治

会」が開催される翌年

とがあきらかとなったほか、

際して

いること、またその差出人が源吉であること

から、本作の制作に源吉が深く関わっている

ことが

 

保存修復の見地から
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別邸に移された後、昭和

家から太皷谷稲成神社に寄贈されていること

がわかった。また、

で発見された書簡二通のうち、

日付のものには、大礼服
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依頼主である亀井茲明に

いること、またその差出人が源吉であること

から、本作の制作に源吉が深く関わっている

確認された。 
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① 

石修氏の「西周日記」に関する調査から

像画が

画沿革展覧会

19日であることが判明した。

（森鷗外編、明治

像の作者

外が

いことから、

関わ

段階で

た、以前

  

   画稿（平服姿の西周）

 

  

    画稿（大礼服姿の西周）亀井温故館蔵

 

 肖像画のモデルである西周については、廣

石修氏の「西周日記」に関する調査から

像画が亀井茲明から

画沿革展覧会」

日であることが判明した。

（森鷗外編、明治

像の作者は源吉

外が最初に記した未定稿本にはこの

いことから、源吉が少なからず

関わったことを知る者が『西周傳』の編集

段階で、後から

た、以前から指摘

画稿（平服姿の西周） 

画稿（大礼服姿の西周）亀井温故館蔵

肖像画のモデルである西周については、廣

石修氏の「西周日記」に関する調査から

亀井茲明から西周に贈られたのは、
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後からその名を付け加えた

指摘されてきた

 亀井温故館蔵 
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た写真との関係に

 

 

 

 

肖像画のモデルである西周については、廣

石修氏の「西周日記」に関する調査から、肖

西周に贈られたのは、「洋

年12月

『西周傳』

は、西周

であるとされているが、森鷗

記述がな

制作に

ことを知る者が『西周傳』の編集の

こと、ま

との関係に



ついては、

資料室西周資料から、大礼服

の西の肖像写真が確認され

にあたって

はほぼ間違いない

② 源吉

期の高橋由一の

層高まった

工部美術学校など恵まれた環境で洋画を学び、

晩年期の由一と行動をともにしていた源吉に

は「西周像」を描くだけの力量が備わってい

たと考えられ、病身の父を助け、絵筆をとっ

たとしても不思議ではない。一方、依頼主で

ある亀井茲明については、ヨーロッパへの留

学経験をもち西洋美術や写真技術に造詣が深

く、とくに写真については自らその技術を生

かし日清戦争に写真班として従軍した。

明治天皇成婚

撮影した写真

描いた

わせて

うに、

にあたっている

吉父子は単なる依頼主と受注者という関係を

越えて、同じ美術の普及を志す者として「西

周像」の制作に

 

  

西周肖像写真（大礼服姿）

国立国会図書館憲政資料室西周資料

ついては、今回、

資料室西周資料から、大礼服

の西の肖像写真が確認され

にあたってこれら

はほぼ間違いない

源吉については

高橋由一の共

まった。角田拓朗氏が指摘するように、

工部美術学校など恵まれた環境で洋画を学び、

晩年期の由一と行動をともにしていた源吉に

は「西周像」を描くだけの力量が備わってい

たと考えられ、病身の父を助け、絵筆をとっ

たとしても不思議ではない。一方、依頼主で

ある亀井茲明については、ヨーロッパへの留

学経験をもち西洋美術や写真技術に造詣が深

く、とくに写真については自らその技術を生

かし日清戦争に写真班として従軍した。

明治天皇成婚25年を記念

撮影した写真帖とそれ

いた《大婚二十五年奉祝景況圖》

わせて献上している

うに、茲明と源吉は本作以外にも

にあたっていること

吉父子は単なる依頼主と受注者という関係を

越えて、同じ美術の普及を志す者として「西

周像」の制作に携わった

西周肖像写真（大礼服姿）

国立国会図書館憲政資料室西周資料

今回、新たに国立国会図書館憲政

資料室西周資料から、大礼服

の西の肖像写真が確認されたことから

れらの写真が参考に

はほぼ間違いないことがあきらかとなった

は、今回の調査によって晩年

共働制作者である

角田拓朗氏が指摘するように、

工部美術学校など恵まれた環境で洋画を学び、

晩年期の由一と行動をともにしていた源吉に

は「西周像」を描くだけの力量が備わってい

たと考えられ、病身の父を助け、絵筆をとっ

たとしても不思議ではない。一方、依頼主で

ある亀井茲明については、ヨーロッパへの留

学経験をもち西洋美術や写真技術に造詣が深

く、とくに写真については自らその技術を生

かし日清戦争に写真班として従軍した。

年を記念して、

帖とそれをもとに源吉が

《大婚二十五年奉祝景況圖》

献上していることもわかった

と源吉は本作以外にも

ことからも、

吉父子は単なる依頼主と受注者という関係を

越えて、同じ美術の普及を志す者として「西

携わったものと考えられる。

西周肖像写真（大礼服姿） 

国立国会図書館憲政資料室西周資料

国立国会図書館憲政

資料室西周資料から、大礼服と平服の二種類

たことから、制作

参考にされたこと

ことがあきらかとなった

今回の調査によって晩年

制作者である可能性が一

角田拓朗氏が指摘するように、

工部美術学校など恵まれた環境で洋画を学び、

晩年期の由一と行動をともにしていた源吉に

は「西周像」を描くだけの力量が備わってい

たと考えられ、病身の父を助け、絵筆をとっ

たとしても不思議ではない。一方、依頼主で

ある亀井茲明については、ヨーロッパへの留

学経験をもち西洋美術や写真技術に造詣が深

く、とくに写真については自らその技術を生

かし日清戦争に写真班として従軍した。また、

して、茲明は自らが

をもとに源吉が油彩で

《大婚二十五年奉祝景況圖》25点を

わかった。このよ

と源吉は本作以外にも共同で制作

、茲明と由一・源

吉父子は単なる依頼主と受注者という関係を

越えて、同じ美術の普及を志す者として「西

ものと考えられる。

 

国立国会図書館憲政資料室西周資料 

国立国会図書館憲政

平服の二種類

、制作

たこと

ことがあきらかとなった。 

今回の調査によって晩年

が一

角田拓朗氏が指摘するように、

工部美術学校など恵まれた環境で洋画を学び、

晩年期の由一と行動をともにしていた源吉に

は「西周像」を描くだけの力量が備わってい

たと考えられ、病身の父を助け、絵筆をとっ

たとしても不思議ではない。一方、依頼主で

ある亀井茲明については、ヨーロッパへの留

学経験をもち西洋美術や写真技術に造詣が深

く、とくに写真については自らその技術を生

また、

は自らが

油彩で

を合

のよ

共同で制作

茲明と由一・源

吉父子は単なる依頼主と受注者という関係を

越えて、同じ美術の普及を志す者として「西

ものと考えられる。 

（3

これまで

のは、津和野町郷土館

と考えられて

《西周肖像画》にも出品作である可能性が生

まれた。

いう理由

かにされなかったが、

を複数

ことから、

数制作

たと考えられる

洋画排斥の風潮

洋画の普及を目指す

かれていた

健在ぶりを世間に示すうえでも「西周像」は

「高橋由一」の名で世に出されなければなら

なかった

まえ、

いても

みつつ

これまで

吉について

研究の

 

 

  

3）考察 

これまで「洋画沿革展覧会

のは、津和野町郷土館

考えられてきたが、今回の調査から新出の

《西周肖像画》にも出品作である可能性が生

まれた。なぜ「西周像」が二枚描かれたかと

いう理由について

かにされなかったが、

複数描いている例が他にも確認されている

ことから、当時の肖像画のあり方として、複

数制作されることは決して例外的ではなかっ

と考えられる

洋画排斥の風潮

洋画の普及を目指す

かれていた状況は

健在ぶりを世間に示すうえでも「西周像」は

「高橋由一」の名で世に出されなければなら

なかった。本研究会では、こうした状況を踏

まえ、新出と既

いても、源吉との

みつつ高橋由一作と

これまで研究がほとんど

吉についての調査が一歩前進したことは

研究のもうひとつの

 

 郷土館蔵《西周像》（修復後）

洋画沿革展覧会

のは、津和野町郷土館が所蔵する

きたが、今回の調査から新出の

《西周肖像画》にも出品作である可能性が生

なぜ「西周像」が二枚描かれたかと

については、今回の調査ではあきら

かにされなかったが、高橋由一が同じ肖像画

描いている例が他にも確認されている

当時の肖像画のあり方として、複

ことは決して例外的ではなかっ

と考えられる。 

洋画排斥の風潮が下火になったとはいえ、

洋画の普及を目指す高橋由一・源吉父子

状況は厳しく、病床にある

健在ぶりを世間に示すうえでも「西周像」は

「高橋由一」の名で世に出されなければなら

。本研究会では、こうした状況を踏

新出と既知のいずれの「西周像」につ

源吉との共働制作である可能性を含

高橋由一作と結論づけ

研究がほとんど進んでこなかった源

調査が一歩前進したことは

もうひとつの成果である。

郷土館蔵《西周像》（修復後）

洋画沿革展覧会」に出品された

が所蔵する《西周像》

きたが、今回の調査から新出の

《西周肖像画》にも出品作である可能性が生

なぜ「西周像」が二枚描かれたかと

は、今回の調査ではあきら

高橋由一が同じ肖像画

描いている例が他にも確認されている

当時の肖像画のあり方として、複

ことは決して例外的ではなかっ

が下火になったとはいえ、

高橋由一・源吉父子

病床にある由一の

健在ぶりを世間に示すうえでも「西周像」は

「高橋由一」の名で世に出されなければなら

。本研究会では、こうした状況を踏

知のいずれの「西周像」につ

である可能性を含

結論づけた。とりわけ、

進んでこなかった源

調査が一歩前進したことは

成果である。 

郷土館蔵《西周像》（修復後） 

された

《西周像》

きたが、今回の調査から新出の

《西周肖像画》にも出品作である可能性が生

なぜ「西周像」が二枚描かれたかと

は、今回の調査ではあきら

高橋由一が同じ肖像画

描いている例が他にも確認されている

当時の肖像画のあり方として、複

ことは決して例外的ではなかっ

が下火になったとはいえ、

高橋由一・源吉父子が置

由一の

健在ぶりを世間に示すうえでも「西周像」は、

「高橋由一」の名で世に出されなければなら

。本研究会では、こうした状況を踏

知のいずれの「西周像」につ

である可能性を含

。とりわけ、

進んでこなかった源

調査が一歩前進したことは、本

 



   

  太皷谷稲成神社蔵《西周肖像画》（修復後） 

 

さらに、これら高橋由一の晩年期の代表作

「西周像」は、約二年におよぶ調査と修復を

経て、描かれた当時の繊細な質感と透明な画

面を見事に取り戻し、平成25(2013)年1月から

3月まで神奈川県立近代美術館 葉山にて開催

された「美は甦る 検証・二枚の西周像」展

において初めて二点並べて展示された。51日

間の会期中には約5000人の来館者があり、多

くの人々がこの調査研究の成果に触れた。 

今後の課題としては、二枚の「西周像」を

通じて、晩年期の高橋由一と源吉の活動や他

の作品のより詳細な再検証を行うほか、明治

以来続く画家の意識やあり方、さらには写す

ことと描くことの相異という、今日にもつな

がる問題についての再考が挙げられる。 
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